






















































で二つの立場に大別できる。前者の例としては M.N. Pearson， K. N 
Chaudhuri， A. Das Guptaらの研究があり，後者の視点に立つものとして H.
w. van Santen， S. ArasaratnamやS.Subrahmanyam，或いは長島弘，真下裕之







たちの手中にとどまっていた」と述べる [Chaudhuri1985: 212J 0 Das Guptaは，港
で平和が維持され，税収が順調に保保されている限り「政府は事実上商人たちの




言う [DasGupta 1991J。一方VanSantenは， 17世紀のムガル朝では港市の行政権
力者たちが交易に積極的に関与していたばかりでなく，阿世紀半ばには皇帝シ
ャー・ジヤハーン ShahJahan (1627-58)による大型船の建造とうと易への参入が見
られたことを指摘する[VanSanten 1982: 51-78; Do. 1991: 94-95Jo A工as訂atnarnや
Subrahmanyamはインド東南部の諸港で政治・経済の両面に大きな力を揮った人々
が何人も見られたことを指摘し，政治・経済の両分野に権力を採った存在として










ると言われ， Iゴールコンダ王国の主要港J[Relations: 6J と見なされているマ
スリパトナムでの出来事や交易活動に対して，実際にスルターンはどのような
形で関与したのか。ここでは同国第7代スルターン，アブドウツラー・クトゥ
ブ・シャ-'Abd Allah Qutb Shah (1626-1672)の時代を中心に具体的な事象を示
しつつ考察する。
主に依拠した史料としては，オランダ東インド会社 (VerenigdeOostindische 





1 . ゴールコンダ王国と港市マスリパトナム 17世紀初頭まで
l.沿岸地域への支配の拡大
後にゴールコンダ王国の創始者となるスルターン・クリー・クトゥブル・ム
ルク Sultan-QulIQutb al-Mulk (1518-1543)が901/1496年にパフマニ-BahmanI 
朝下でテーランガーナ一地方の tarafdarに任ぜ、られた頃，オリッサとヴイジャ
(3) V.O.C.関係文書を用いたインド史に関する従来の研究の多くは， ]. Gommansも
指摘しているように経済史分野に集中していた。そして V.O.C.文献の他にこれら
の研究が依拠しているのは，主に英語やボルトガル語などのヨーロッパ語による史
料であった [Gommans，Bes & Kruijtzer 2001: 27-28J 0 しかし最近では， V.O.C関
係文書とインド側史料の双方に基づく研究成果も発表されている [VanSanten 








合することに成功した [TQS:47r-v J 141。
しかし，スルターン・クリーの暗殺(950/1543年)後，彼の息子の一人イブ

















マスリパトナムを含む沿岸地方まで勢力を拡大したと思われる [TQS:64v; Briggs 
III/217; Sherwani 1974: 68 n目 79.69 n. 89J。
(5) ヴィジャヤナガル王Ramarajaは1563年末頃に iMurtadanagar[コンダヴィード








































70年代に始まっていたとしても [SI伽 ahmanyam1990a: 147-149; Do. 1990b: 129-130; 















(6) ゴールコンダ軍によるクリシュナ一川南岸への遠征については， TQS: 









1073: n.f.; VOC 1074: n.f.; Subrahrnanyam 1988: 510J。また，スルターン・アブドウ
ッラーが位に即いて聞もない1626年にも，帰j巷途中のスルターンの船がダーボ
ル沖で捕まった。このときマスリパトナムのハヴアールダール (hawaldad9)で、
あったムッラー・ムハンマド・タキー・タフリシー MullaMuhammad TaqI 
TafrishIはスルターンからの勅令だとして，オラン夕、とイギリスにその損害を




Y.エイロフ Eyloffが当時のハヴアールダールから， I王の船 2隻の準備のた








[Coen: VI/ 830; VOC 1074: n.f.; VOC 1077: n.f.J。




































いた。フイスニッヒの経歴やイランにおける活動については， Terpstra 1918: 







































229-230; Sarkar 1979: 14J 0 
スルターン一行はハイダラーバードからマスリパトナムまでクリシュナ一川
主流の北側を進むルートを辿り Iべ同川下流の中心都市ヴイジャヤワダ
















に仕えた [Sarkar1979; Brennig 1975: 27-35; Subrahmanyam 1990a: 322-327J。なお，





等の役割を担うこともあった [Ghauri1977b: 190-194; Sherwani 1974: 507-510J。
間 当時のこの地方の交通路については， Deloche 1993-94: 1/64-65を参照。
同 イギリスの報告によると， I先月の20日[ユリウス暦11月初日。グレゴリウス暦
11月30日J，我々とオランダ人，並びにデンマーク人はこの地から 2日行程のとこ











る [HS:249-253J 0 
そうして足掛け10日間のマスリパトナム滞在の後Sha'ban月19日/12月15日
にスルターン一行は帰路につき， Ramadan月12日/1640年1月6日に都に到着








人 (dIghmar)であったと記されている [HS:245J 0 
(19) HSによると，スルターン一行が帰路について 2日後， ミール・ムハンマド・サ
イードの仲立ちにより，然るべき贈り物を献上していた「ヨーロッパの諸部族のカ
ピタン (kapltan)Jに対して「恩恵jが授けられたという [HS: 253J。オランダへ
の勅令はこのとき与えられたのであろう o HavartおよびCDに見えるこの勅令には
年月のみ書かれており日付がない [Hav但t:1/148-150; CD: I/332-335J。
位。 Sarkarはこれを“PointDivy"すなわち Divill岬としている。 Divi岬はマスリパト
ナムの南方，クリシュナー川のー河口にあり， Crookeによれば「マスリパトナム
から16マイルj離れているという。しかし，港までの旅程においてスルターン一行
が1口約1-2gaw (lgawは当時のデカン地方では 2farsa凶(約12km) [HS: 235J) 
しか進んでいないことを考慮すると，この日のうちにスルターンがマスリパトナム
の町から Divill叩までを往復したと考えるのは難しい。そこでここでは HS:248 n.l 
に従い，これを「ドーピーガートJ(洗濯場)と解釈した [Sarkar1979: 16; Fryer: 


































ギリス(IngrIz) とオランダ (WulandIz)のヨーロッパ人たち 彼らはそ
の地に定住しているーーが大船を造り，その後はパンダレ・アッパースに












ら今月再びホルムズ (Ormous)へ向けて， Miercomaldijn [ミール・カマール
ツデイーン MlrKamal al-DInJ凶の[所有していた]大型船が出発するo[この






カマールツデイーンを|司一人物と見なしている [Subrahmanyam1988; Do. 1990a: 




1995: 40J，少なくとも TQSに現れる人物は“SayyidKamal al-DIn"であり，“MIe'
とは骨子ばれていない。この点については TQS(P)でも同t羊である。
四) その頃「商業の誉れ (mafkharal叫arI)Jと01ばれたマスリパトナムの大商人の
ひとり ShaykhMalik Muhammad ShlrazIを指す。彼は1636年11月にイランへ送る船を
準備していたと伝えられており，スルターンの親族が巡礼に向かう前に既にペルシア



























ルコンダ王の異母姉妹 Cde halve suster) J，或いは「王の母」などとされ，スル
ターンとの血縁・親戚関係が混乱しているが [VOC1127: 198vJ，ここでは HSの
記述に従った。 cf.Subrahman)叩 11988:5170 彼女たちはイラン到着後ナジャブ，
カルパラーに加えてマシュハドも訪れ，1051/1641-42年に客死したアブドウツ



























凶 1638年末の Murad4世 0623-40)治下のオスマン朝によるバグダード包囲戦を
指す。サファヴィ一朝軍は 1ヶ月以上にわたってこの町を守備したが敗北し，翌
1639年の Kasr-iShlrln条約によってバグダードはオスマン朝の領土となり，両国間






















































の聞は陸路で旅した大使たちの例が複数見られる [HS:156-157; EFI 1624-1629: 



























月J25， 26日に 2隻の船がテナッセリム (Tanasserij)に向けて，さらに同月29
日には 1隻がベグー (Pegua)へ向けて送り出されたJ[VOC 1177: 220rJ 0 また，






























先の港市に自分の代理人を持っていた。 c.R. Boxerによれば， 1650年頃のマ
カッサルにはミール・ムハンマド・サイードの代理人であったと考えられる
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history of Chinese modern popular culture centered on the two cities of Hong
Kong and Shanghai, where the worlds of the overseas and domestic Chinese were
complexly intertwined.
THE RELATIONSHIP OF THE SULTANS OF GOLKONDA AND
MARITIME TRADE AND PORTS: FOCUSING ON THE
REIGN OF SULTAN 'ABD ALLAH QUTB SHAH (1626-72)
WADA Ikuko
The Sultanate of Golkonda (the Qutb Shahls), 1518-1687, first extended its
rule over the coastal areas of Andhra during the latter half of the 16th century. It
has been recognized that ships, known as the "king's ships," sailed from their
base at the main port of Masulipatnam after their rule was solidified in this region
at the end of the 16th century. The destinations of the king's ships were the ports
of the Red Sea. These ships not only transported pilgrims but also played a role in
importing gold, silver and horses. We do not know that the sultans visit trading
ports during this period, but when incidents arose involving the trading ports and
trade, there were cases in which they intervened to settle the matter.
Thereafter there was a period of decline in the activities of the king's ships,
but when the sea route to the Persia Gulf came into use in the decade of the
1630s, the route began to be employed for pilgrimage of the royal family, and the
king's ships began to voyage to the Persian Gulf. It was during the rule of Sultan
'Abd Allah, when the first visit to Masulipatnam by the sultan of Golkonda was
made. He visited the trading port at the close of 1639, met with foreign and
domestic merchants and had the opportunity to witness its actual operation. It was
probably through this experience that the sultan's interest in trading ports and
trade was strengthened, and it is thought that this had great influence on later
voyages and trade activities.
It has been confIrmed that after about year 1650 the king's ships voyaged to-
ward Southeast Asia, and their sphere of activities was extended to both the east
and western shores of the Indian Ocean. The sultans would fund the activities of
these ships, build up diplomatic and trade relations with the rulers of Southeast
Asian lands, and place their representatives in these ports. Although they were
rulers of territory within the interior, their direct and indirect involvement with
trading ports and trading activities can be seen in this fashion.
- 65-
